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「エーテル」の存在を前提とした電磁気学Ⅱ  

～電磁誘導について～  

 星野  順彦  

要約  

前報５） におい て、 磁力を伝 える磁 力量 子の発生 機序を 検討 した結果 、磁力

量子は進行方向に向かい右回転のものと左回転のものが同時に発生し、直線上

をそれぞれ反対方向に空間を伝わっていくことが判明した。  

これを前 提に、 電磁 誘導の発 生機序 を検 討した結 果、磁 石を コイルに 近づけ

た場合、近づいてくる磁極から発生する磁力量子の回転により発生する、回転

と同方向の「エーテル」の流れによりコイル中の自由電子が流されるため、コ

イル中を磁力量子の回転方向 と反対に流れる電流が発生するが、「エーテル」

の流れにより引き起こされる自由電子の移動は「素粒子における運動の法則」

により直ぐに停止するため、電流も直ぐに停止することが判明した。  

一方、磁 石をコ イル から遠ざ けた場 合、 一方向へ の「エ ーテ ル」の流 れの中

で安定し同じ場所に静止していた自由電子は、「エーテル」の流れがなくなる

ため、素粒子における運動の法則により、それまでの「エーテル」の流れと反

対方向に瞬間的に移動しその後移動を停止するため、磁石を近づけたときに発

生した電流と反対方向に流れる電流を瞬間的に発生することが 判明した。  

また、コ イルに 近づ ける磁極 と発生 する 電流の向 きの関 係よ り、Ｎ極 から発

生する磁力量子（Ｎ磁力量子）が進行方向に向かい右回転であり、Ｓ極から発

生する磁力量子（Ｓ磁力量子）が進行方向に向かい左回転であることも判明し

た。  

はじめに  

新エーテル理論では、すでに以下の５つの論文  

論文 1「エーテル」引きずり仮説と光行差についての再検討 １）  

論文 2「エーテル」の存在を前提とした相対性理論の再検討 ２）  

論文 3「エーテル」の存在を前提とした万有引力についての考察 ３）  

論文 4「エーテル」の存在を前提とした宇宙の成り立 ち４）  

論文 5「エーテル」の存在を前提とした電磁気学Ⅰ ５）  
    

～磁力の発生と作用機序について～  

を発表してきた。（以下、本論文中ではそれぞれの論文を論文番号で示す）  

新 エ ー テ ル 理 論 で は 、 こ れ ら の 論 文 を 通 し 、 現 在 広 く 信 じ ら れ て い る 、

「エーテル ｣が存在しないことを前提とする物理理論に代わる、 ｢エーテル」の
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存在を前提とする新たな物理理論を提示してきた。  

本論文では 、 ｢エー テル ｣の存在 を前提 とし、電磁 誘導の 機 序について 考察し

た。  

前報において、  

① 磁 力 は 引 力 同 様 、 「 エ ー テ ル ｣の 運 動 の 最 小 単 位 で あ る 磁 力 量 子 （ 引 力 量

子になぞらえ磁力量子と名づけた）が力の発生源で発生し、その ｢エーテル ｣の

運動が空間を連鎖的に伝わることにより離れた物質に力をおよぼしている。  

②磁力量 子は、 原子 核の収縮 で発生 した 引力量子 が原子 核周 囲の電子 が対で

存在し ｢エーテル ｣がランダムに運動している電子雲から、電子が単独で存在し

「エーテル ｣が一方向に流れている電子雲に達した瞬間に、「エーテル ｣の流れ

と同方向に回転する ｢エーテル ｣の渦として発生し、その後、回転を維持したま

ま、それまでの進行方向に垂直な上下方向に２つに別れて進行する。  

③磁力量 子と引 力量 子の大き な違い は、 磁力量子 が「エ ーテ ル」の渦 を持っ

ていることであり、磁力に作用する物質と作用しない物質があることや、Ｎ極、

Ｓ極という 2 つの磁極を持ち、同じ磁極同士に斥力が働き異なる磁極同士に引

力が働くことなど、磁力特有の性質は「エーテル」の渦の回転方向の違いに由

来する。  

が判明した。  

本論分では、以上を前提に、電磁誘導の発生機序を検討した。  

その結果、  

①磁石を コイル に近 づけた場 合、近 づい てくる磁 極から 発生 する磁力 量子の

回転により発生する、磁力量子の回転と同方向の「エーテル」の流れによりコ

イル中の自由電子が 流されるため、コイル中を磁力量子の回転方向と反対に流

れる電流が発生するが、「エーテル」の流れにより引き起こされる自由電子の

移動は「素粒子における運動の法則」により直ぐに停止するため、電流も直ぐ

に停止する。  

②磁石を コイル から 遠ざけた 場合、 一方 向への「 エーテ ル」 の流れの 中で安

定し同じ場所に静止していた自由電子は「エーテル」の流れがなくなるため、

「素粒子における運動の法則」により、それまでの「エーテル」の流れと反対

方向に瞬間的に移動しその後移動を停止するため、磁石を近づけたときに発生

した電流と反対方向に流れる電 流を瞬間的に発生する。  

が判明した。  

また、電 磁誘導 にお いて磁極 をコイ ルに 近づけた 場合に 発生 する誘導 電流の

方向が、Ｎ極をコイルに近づけた場合に磁石からみて左回転であり、Ｓ極をコ

イルに近づけた場合に磁石からみて右回転であることより、 Ｎ極から発生する

磁力量子（Ｎ磁力量子）が進行方向に向かい右回転であり、Ｓ極から発生する

磁力量子（Ｓ磁力量子）が進行方向に向かい左回転であることも判明した。  

以下その詳細を報告する。  
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１．電磁誘導時にコイルに作用する「エーテル」の流れ

について  

電磁誘導 では、 コイ ルに磁石 を近づ けた り 遠ざけ たりす るこ とにより コイル

中に電流が流れることが知られている。本報では、まず、コイルに磁石を近づ

けた場合について検討する。  

電流の流 れは、 電子 の流れで あり、 導体 を電流が 流れる 機序 は導体の 自 由電

子が一方向に移動することにより電子の流れと反対の方向に電流が流れること

が判明している。このことより、電磁誘導における電流の発生は、コイルに磁

極が近づくことにより、コイル中の自由電子に一方向に移動する力が働き自由

電子が移動し電流が流れると考えられる。  

新エーテ ル理論 にお いて力（ エネル ギー ）の本体 は「エ ーテ ル」の運 動で あ

ると考える３）。そのため、磁極を近づけたときに自由電子を移動させる力の

正体は「エーテル」の運動であることが導き出される。  

磁 力 は 「 エ ー テ ル ｣の 運 動 の 最 小 単 位 で あ る 磁 力 量 子 に よ り 伝 え ら れ 、 磁 力

量子は「エーテル」の渦を持っていることが論文５で明らかにされている。そ

のため、コイルに磁極を近づけた場合、コイルには「エーテル」の渦が力を及

ぼし内部の自由電子を「エ－テル」の運動方向に移動させることになる。しか

し、マクロの物質であるコイルにミクロの物質である磁力量子の「エーテル」

の渦が力を直接及ぼした場合、コイルの大き さに比べ磁力量子の大きさが極端

に小さいため磁力量子の「エーテル」の渦はコイルの様々な場所に円形の力を

及ぼすためその力の向きはコイルに対してランダムな方向となり、決して一方

向への力とは成り得ず、コイル中の自由電子を一方向へ移動させることはでき

ない。そのため、コイル中の自由電子を一方向に移動させるには、コイルに力

を及ぼす「エーテル」の流れはコイル全体を包み込む大きさの１つの渦と成る

必要がある。  

以下、磁 石をコ イル に近づけ た場合 に磁 石から発 生する 磁力 量子の作 用 によ

りコイル周囲に作られる「エーテル」の流れについて考 察する。 

１ -１磁力量子の作用で作られる「エーテル」の流れ  

電磁誘導 におい て、 コイル周 囲に作 られ る「エー テル」 の流 れは、磁 石か ら

発生し、コイルに作用し続ける無数の磁力量子によって形成される。したがっ

て、磁石をコイルに近づけた場合に磁石から発生する磁力量子の作用によりコ

イル周囲に作られる「エーテル」の流れについて考察するため、まず、１つの

磁力量子により作られる ｢エーテル ｣の流れについて考察する。  

空間に「 エーテ ル」 の渦が存 在する 場合 、「エー テル」 の渦 の周囲の 「エー

テル」は中心にある「エーテル」の渦の回転に巻き 込まれ回転し自身も渦を形

成する。形成される「エーテル」の渦の大きさは、台風の周囲に存在する暴風

域 の 大 き さ が 台 風 の 強 さ が 強 い ほ ど 広 範 囲 に 存 在 す る の と 同 様 に 、 中 心 の
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「エーテル」の渦の回転速度に比例し大きくなる。  

現在の物 理学で は、 スピンを 実際の 素粒 子の回転 とする と、 その回転 速 度が

光速を超えてしまうことが知られており、そのため、スピンを素粒子の回転と

考えることができず、あくまでも概念的なものとして扱っている。しかし、新

エーテル理論においては、素粒子のスピンとは、素粒子を構成する ｢エーテル ｣

の回転であると考える。  

磁力量子 が有す る「 エーテル 」の渦 の回 転は論文 ５より 、原 子中の不 対電 子

の ス ピ ン に 由 来 す る こ と が 導 き 出 さ れ て い る 。 そ の た め 、 磁 力 量 子 が 有 す る

「エーテル」の渦の回転速度は光速を超える非常に大きなものであり、周囲に

形成される「エーテル」の渦は磁力量子に比べ非常に巨大なマクロ的なものに

なることが導き出される。  

さらに、 磁力量 子の 「エーテ ル」の 渦は 、磁力量 子の移 動と 一緒に空 間を 移

動するが、周囲に形成される「エーテル」の渦は磁力量子が移動しても、しば

らくの間はそのまま存在する。そのため、磁力量子が移動した周囲には円筒状

の「エーテル」の渦が形成されることになる。  

以上のこ とより 、磁 力量子の 作用に より 空間に形 成され る「 エーテル 」の流

れは、磁力量子の回転方向と同方向に回転する、 磁力量子の移動経路を軸とし

たマクロ的な大きさの円筒状の渦と成っていると結論付けることができる。  

１ -２磁石周囲の「エーテル」の流れ  

電磁誘導 は導体 であ るコイル に磁石 を近 づけたり 遠ざけ るこ とにより 電流 を

発生させる。そのため、コイルに作用する「エーテル」の流れは、磁石周囲の

｢エーテル ｣の流れにより決定される。  

磁石周囲の ｢エ ーテ ル ｣の流れは、 磁石 が発生する磁 力 量子 により形作ら れる。

そのため、その範囲は、磁力量子が作用を及ぼす範囲、すなわち、磁石周囲の

磁界と一致することになる。  

磁力量子 は磁石 を構 成する各 原子か ら発 生するが 、磁石 内部 ではＮ磁 力 量子

とＳ磁力量子が相殺されるため、相殺する相手の存在しない磁極及び側面にお

いてのみ空間に現れる。  

この時、 磁極か ら発 生する磁 力量子 は、 磁極から 空間に 向か って発生 し たも

のだけが空間へと現れるため、Ｎ極ではＮ磁力量子、Ｓ極からはＳ磁力量子と

なる。  

一方、側 壁では 、側 壁に存在 する原 子か ら発生し た磁力 量子 は、両磁 極 を結

ぶ直線と平行な方向に発生した磁力量子は相殺されるが、斜め方向へ発生し側

壁から空間へと現れた磁力量子は完全には相殺されない。そのため、磁石の側

壁の磁界においてはＮ磁力量子とＳ磁力量子が混在することになる。  

磁力量子 の進行 方向 に対する 回転方 向は Ｎ磁力量 子とＳ 磁力 量子とで は反対

である。しかし、進行方向に関係なく、片側の磁極にむかって見た場合は、全

て同じ方向となる。  

具体的に は、１ 本の 棒磁石に おいて 、Ｎ 磁力量子 が進行 方向 に向かい 右 回転
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だった場合、その棒磁石から発生する磁力量子は、Ｎ磁力量子とＳ磁力量子で

進行方向は反対になるが、その 回転方向は、Ｓ極からＮ極に向かってみた場合

は全て右回転となり、反対にＮ極からＳ極に向かってみた場合は全て左回転と

なる。  

これは、論 文５で 明 らかにされ た、磁 力 量子の発生 機序か ら も明らかで あり 、

以上のことより、磁石において磁力量子の作用により空間に形成される「エー

テル」の流れは、全て同方向に回転する、磁力量子の移動経路を軸としたマク

ロ的な大きさの円筒状の渦と成っていることが導きだされる。  

一定の領 域にお いて 同方向へ 回転し てい る無数の 「エー テル 」の渦が 重 なり

合った場合、渦の隣接部では「エーテル」の流れが逆向き となるため、「エー

テル」の流れは打ち消し合う。そのため、領域の境界部分にのみ「エーテル」

の渦と同方向の「エーテル」の

流れができる。  

同 様 に 、一 定 の 領 域 に お い て

同方向へ回転している無数の円

筒状の ｢エーテル ｣の渦が重なり

合った場合も、領域の境界部分

にのみ「エーテル」の渦と同方

向の「エーテル」の流れができ

る。  

上 記 、 磁力 量 子 が 存 在 す る 領

域が磁界である事より、磁力量

子 に よ り 形 成 さ れ る 円 筒 状 の

｢エーテル ｣の渦が存在する領域

と磁界は重なることとなり、そ

の 結 果 、 磁 界 の 境 界 部 分 に

｢エーテル ｣の渦と同方向の円筒

状の ｢エーテル ｣の流れが形成さ

れる。  

以 上 の こと よ り 、 コ イ ル に 磁

力 を 作 用 す る 棒 磁 石 の 周 囲 の

｢エーテル ｣の流れは、その磁石

が持つ磁界の形にほぼ等しい、

棒磁石を軸として同一方向に回転する、端に行くに従い太くなる、円筒状の流

れでありその流れの強さは元となる磁力量子の数、すなわち磁界の磁力の強さ

と比例することが判明した。 (図１ )   

以 下 、 電 磁 誘 導 に お い て 、 磁 石 を コ イ ル に 近 づ け た 場 合 に 、 磁 石 周 囲 の

「エーテル」の流れがコイルの自由電子に作用し、電流を発生させる機序につ

いて考察する。  

 図１：磁石周囲のエーテルの流れ 
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１ -３磁石周囲の「エーテル」の流れがコイルに作用する機序  

前提条件 として 、今 までと同 様に、 Ｎ極 から発生 するＮ 磁力 量子を進 行方 向

に向かい右回転、Ｓ極から発生するＳ磁力量子を進行方向に向かい左回転と仮

定して考察する。  

Ｎ 磁 力 量 子 の 回 転 が 進 行 方 向 に 向 か い 右 回 転 の 場 合 、 磁 石 周 囲 の ｢エ ー テ

ル」の流れは、Ｓ極からＮ極に向かい右回転となる。 (図１）  

そのため、 磁石の Ｎ 極をコイル に近づ け ると、コイ ルは右 回 転の ｢エーテ ル ｣

の 渦 の 作 用 を 受 け る 。 こ の 時 、 ｢エ ー テ ル 」 の 渦 の 回 転 の 強 さ は 、 磁 力 の 強 さ

と比例する。そのため、コイルに磁石を近づけると、コイル中の自由電子はよ

り強い力を受 けるため、やがて ｢エーテル ｣に流されＮ極から見て右に移動する。

電子の移動方向と電流の流れは逆のため、コイルにはＮ極から見て左回転の電

流が流れる。  

一 方 、 磁 石 の Ｓ 極 を コ イ ル に 近 づ け た 場 合 は 、 左 回 転 の 「 エ ー テ ル ｣の 渦 の

作用により、コイル中の自由電子が左側に流されるため右回転の電流が流れる

ことになる。  

これは、 実際の 電磁 誘導でコ イルに 磁極 を近づけ た場合 と同 じ結果で あり 、

このことより、これまで仮定としていた、Ｎ磁力量子が進行方向に向かい右回

転でありＳ磁力量子が左回転であるということが、証明されたことになる。  

よって、 以下の 説明 では、断 ること なく 、磁力量 子の進 行方 向に対す る回 転

方向はＮ磁力量子が右回転、Ｓ磁力量子が左回転として論を進める。  

さて、以 上より 、電 磁誘導に おいて コイ ルに誘導 電流が 発生 するのは 、磁力

量子によって作られる ｢エーテル ｣の渦 によりコイル内の自由電子が流され、コ

イルに「エーテル」の渦の回転方向と逆向きの電流が流れるためであると導き

出された。  

この時、 磁力量 子は 磁極から 絶え間 なく 発生しコ イルに 作用 し続ける 。そ の

ため、コイル周囲の筒状の「エーテル」の渦は存在し続け、コイル内の自由電

子は「エーテル」により流さ れ続け、誘導電流は流れ続けるはずである。しか

し、実際の電磁誘導では、誘導電流はコイルに磁極を近づけた瞬間のみ発生し

すぐに流れなくなってしまう。  

つまり、 コイル 中の 自由電子 は「エ ーテ ル」によ り力を 加え 続けられ ている

にも関わらず、移動を止めてしまうことになる。これは、マクロの物質におけ

る「物体が力を受けると、その力の働く方向に加速度が生じる。加速度は力の

大きさに比例し、慣性質量に反比例する。」という運動の第２法則（運動方程

式）に反することになってしまう。そのため、素粒子においてはマクロの物質

における運動の法則とは違う、素粒子にのみ成り立つ運動の法則があると強く

示唆される。  

以下、素粒子における運動の法則について検討する。  
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２．素粒子における運動の法則について  

新エーテル 理論で は 、既に論文 ３の考 察  「ⅲ．慣性 の法則 について」  にお

いて、「エーテル」の存在を前提として慣性の法則の機序が解明されており、

その過程で、一方向へ流れる「エーテル」の中での素粒子の運動について以下

のことが判明している。  

①変化の ない一 定の ランダム な運動 をし ている「 エーテ ル」 中で、素 粒子 は

粒子と波の相変化を繰り返し一定の範囲で安定して存在し続ける 。以下、この

状態の素粒子と「エーテル」の相対速度を「０」とする（厳密には０ではなく、

常に変化しているが平均すると０となるため「０」と表記する）。  

②一定の 範囲で 安定 して存在 し続け る素 粒子に力 を加え 移動 させると 、 素粒

子は波の状態の時の体積に比例した「エーテル」の向かい風を受けるため、そ

の場に留まろうとする力が働く。これが素粒子の慣性質量である。  

③素粒子 への力 の加 わりがな くなる と素 粒子速度 の変化 がな くなるた め、 素

粒子周囲の「エーテル」の流れは、静止していた時とは異なるが、変化のない

一定の運動となる。そのため、 その中で相変化を繰り返す素粒子にとっては、

観察者から見て「エーテル」の向かい風がある状態が、周囲の「エーテル」と

の相対速度が「０」となる、安定した既定の状態となる。その結果、素粒子は、

安定した既定の状態を保つため、観察者から見て「エーテル」の向かい風が存

在する状態を維持し、力が加えられなくとも、空間を一定の速度で移動し等速

直線運動を続ける。  

④等速直 線運動 する 素粒子に 力を加 え速 度を変化 させる と、 観察者か ら 見た

素 粒 子 へ の 「 エ ー テ ル 」 の 向 か い 風 の 速 度 が 変 化 す る 。 そ の た め 、 素 粒 子 と

「エーテル」との相対速度の絶対値 は「０」から増加し、素粒子は新たに、波

の状態の時の体積に比例した「エーテル」の風の抵抗を受け、慣性質量に比例

した速度の変化を妨げる力を受ける。  

以上が、素 粒子に 直 接物理的力 を加え た 時の素粒子 の運動 と その機序 で あり、

このため、素粒子は空間の移動や周囲の ｢エーテル ｣の運動により ｢エーテル ｣に

よ り 圧 力 を 与 え ら れ 抵 抗 を 受 け た 場 合 で も 、 波 と 粒 子 へ の 相 変 化 の 過 程 で

｢エーテル ｣からの圧力を無効化するため、マクロの物質と同様に「外部から力

を加えられない限り、静止している素粒子は静止状態を続け、運動している素

粒子は等速直線運動を続ける。」のである。  

これを、 素粒子 が素 粒子周囲 の「エ ーテ ル」の流 れ（運 動） により受 ける力

に視点を置いてまとめると、「素粒子は、周囲の「エーテル」の流れが変化し

た瞬間は周囲の「エーテル」により力を受けるが、その後は、相変化を繰り返

すことで変化した「エーテル」の流れに対応するため、周囲の「エーテル」に

より力を受けなくなる。」となる。  

以上をまとめると  

① 素 粒 子 は 「 エ ー テ ル ｣が 一 定 の 運 動 を し て い る 空 間 で は ｢エ ー テ ル ｣の 運 動

に変化がない限り、静止している素粒子は静止状態を続け、運動している素粒
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子は等速直線運動を続ける。これを素粒子運動の第１法則（素粒子の慣性の法

則）とする。  

②素粒子に 力を加 え 運動の状態 を変化 さ せると、周 囲の ｢エ ーテル ｣によ り波

の状態の時の体積に比例する運動の変化を妨げる力を受け、周囲の ｢エーテル ｣

の運動を変化させると、周囲の ｢エーテル ｣により波の状態の時の体積に比例す

る ｢エ ー テ ル 」 の 運 動 の 変 化 と 同 じ 方 向 へ の 力 を 受 け る 。 こ れ を 素 粒 子 運 動 の

第２法則（素粒子の慣性質量の法則）とする。  

なを、この ときに 素 粒子が周囲 の ｢エー テル ｣から受 ける波 の状態の時 の体積

に比例する力の大きさが素粒子の慣性質量である。  

③ 素 粒 子 は 「 エ ー テ ル ｣の 運 動 の 状 態 が 変 化 し た 空 間 で 相 変 化 を 繰 り 返 す と 、

変化した運動の状態が新たな既定状態となり、その状態を保ちながら安定して

相変化を繰り返す。これを素粒子運動の第３法則（素粒子の相変化の法則）と

する。  

となる。  

今後、上記の３法則を「素粒子における運動の法則」とする。  

以下、以 上の「 素粒 子におけ る運動 の法 則」に基 づき、 改め て、電磁 誘導 で

起こる電子（素粒子）の運動について考察し、電磁誘導の機序を解明する。  

３．電磁誘導の機序  

電磁誘導 では、 Ｎ極 をコイル に近づ ける とコイル 中を磁 石か ら見て左 回転 の

誘導電流が発生し、Ｓ極を近づけると反対に右回転の誘導電流が発生する。  

次に、近 づけた 磁極 をコイル から遠 ざけ ると、そ れぞれ 、近 づけたと きとは

反対に磁石から見て、Ｎ極では右回転、Ｓ極では左回転の電磁誘導が発生する。  

また、誘 導電流 は、 磁石が移 動しコ イル 周囲の磁 界に変 化が 生じてい る 時の

み発生し、磁石を停止すると誘導電流の発生も停止する。  

電流の流 れは電 子の 流れであ り、素 粒子 である電 子の運 動は 「素粒子 に おけ

る運動の法則」により決定される。  

以下、「 素粒子 にお ける運動 の法則 」に 基づき、 電磁誘 導時 の電子の 動きを

考察し電磁誘導の機序を解明する。 

３ -１磁石をコイルに近づけた場合  

ⅰ）Ｎ極を近づけた場合  

磁石のＮ 極をコ イル に近づけ る場合 、磁 界と同じ 範囲に 形成 され、磁 界の 強

さと比例した力を持つ「エーテル」の渦の回転方向は磁石の進行方向に向かい

全て右回転となる。（図１ )  

そ の た め 、 磁 石 が コ イ ル に 近 づ き 、 磁 界 が コ イ ル に 磁 力 を 作 用 す る と ｢エ ー

テ ル ｣の 渦 も コ イ ル に 作 用 す る 。 ｢エ ー テ ル ｣の 渦 は 磁 極 に 近 づ く に 従 い 渦 の 直

径が小さくなる。そのため、磁石がコイルに近づき ｢エーテル ｣の渦の直径が小

さくなり渦とコイルが重なると、コイル中の自由電子 が ｢エーテル ｣に流され移

動する（素粒子運動の第２法則より）。このとき電流は 自由電子の移動と反対
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の方向に流れる。これが誘導電流の発生であり、コイルに発生する電流の向き

は磁石からみて左回転となる。  

磁石の移動 を止め る と、 ｢エーテ ル ｣の流 れは変化の ない一 定 の流れとな る。

す る と 、 そ の 流 れ の 中 で 相 変 化 を 繰 り 返 す 自 由 電 子 に と っ て は 、 そ の ｢エ ー テ

ル ｣の 流 れ が 既 定 の も の と な る た め 、 移 動 を 止 め る （ 素 粒 子 運 動 の 第 ３ 法 則 よ

り）。そのため、誘導電流の流れも停止する。  

以上が、 コイル にＮ 極を近づ け停止 した ときに、 コイル 中を 磁石から 見 て左

回転の誘導電流が流れ、磁石の停止とともに電流が停止する機序である。  

ⅱ）Ｓ極を近づけた場合  

磁石のＳ 極をコ イル に近づけ る場合 、「 エーテル 」の渦 の回 転方向は 磁石 の

進行方向に向かい全て左回転となる。（図１ ) 

そのため 、上記 Ｎ極 を近づけ た場合 と同 じ機序に より、 磁石 がコイル に近づ

き ｢エーテル ｣の渦の直径が小さくなり渦とコイルが重なると、コイル中の自由

電子が左回転の ｢エーテル ｣に流され移動する（素粒子運動の第２法則より）。

そのため、コイルに磁石から見て右回転の誘導電流が流れる。  

磁石の移動 を止め る と、 ｢エーテ ル ｣の流 れは変化の ない一 定 の流れとな る。

す る と 、 そ の 流 れ の 中 で 相 変 化 を 繰 り 返 す 自 由 電 子 に と っ て は 、 そ の ｢エ ー テ

ル ｣の 流 れ が 既 定 の も の と な る た め 、 移 動 を 止 め る （ 素 粒 子 運 動 の 第 ３ 法 則 よ

り）。そのため、誘導電流も停止する。  

以上が、 コイル にＳ 極を近づ け静止 した ときに、 コイル 中を 磁石から 見て右

回転の誘導電流が流れ、磁石の停止とともに電流が停止する機序である。  

３ -２磁石をコイルから遠ざけた場合  

次に、コ イルに 磁石 を近づけ 電磁誘 導を 起こした 後に磁 石を コイルか ら遠 ざ

けた場合におこる電磁誘導の機序について考察する。  

ⅰ）Ｎ極を遠ざけた場合  

コイルに Ｎ極を 近づ け誘導電 流を発 生さ せた後に 磁石を 停止 すると、 コイル

周 辺 の 「 エ ー テ ル ｣は 磁 石 か ら 見 て 右 回 転 の 安 定 し た 一 定 の 流 れ と な り 、 コ イ

ル中の自由電子はその中で一定の場所で相変化を繰り返し存在する（素粒子運

動の第３法則より）。  

次 に 、 こ の 状 態 で Ｎ 極 を コ イ ル か ら 遠 ざ け る と 、 遠 ざ か る に つ れ 、 磁 石 に

よ っ て 発 生 さ れ て い た コ イ ル 周 辺 の 磁 石 か ら 見 て 右 回 転 の 「 エ ー テ ル ｣の 流 れ

が弱くなるため、右回転の ｢エーテル ｣の流れを既定としていたコイル中の 自由

電子にとって、周囲の ｢エーテル ｣が、相対的に、左に回転 し徐々にその速度を

増加することになる。そのため、コイル中の自由電子はコイル中を磁石から見

て左回転の方向に移動し（素粒子運動の第２法則より）、コイル中を磁石から

見て右回転の誘導電流が発生する。  

磁石の移 動を止 める （あるい は、磁 力の 影響がコ イルに 及ば ない距離 まで磁

石を遠ざけると）と、コイル周辺の ｢エーテル ｣の流れは変化のない一定の流れ

と な る 。 す る と 、 そ の 流 れ の 中 で 相 変 化 を 繰 り 返 す 自 由 電 子 は 、 そ の ｢エ ー テ
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ル ｣の 流 れ が 既 定 の も の と な る た め 、 移 動 を 止 め （ 素 粒 子 運 動 の 第 ３ 法 則 よ

り）、誘導電流の流れも停止する。  

以上が、 コイル にＮ 極を近づ けた後 にＮ 極を遠ざ けると 、コ イル中を 磁石か

ら見て右回転の誘導電流が流れ、磁石の停止とともに電流が停止する機序であ

る。  

ⅱ）Ｓ極を遠ざけた場合  

コイルに Ｓ極を 近づ け誘導電 流を発 生さ せた後に 磁石を 停止 すると、 コイル

周 辺 の 「 エ ー テ ル ｣は 磁 石 か ら 見 て 左 回 転 の 安 定 し た 一 定 の 流 れ と な り 、 コ イ

ル中の自由電子はその中で一定の場所で相変化を繰り返し存在する（素粒子運

動の第３法則より）。  

そのため 、上記 Ｎ極 を遠ざけ た場合 と同 じ機序に より、 次に 、この状 態でＳ

極をコイルから遠ざけると、遠ざかるにつれ、磁石によって 発生されていたコ

イ ル 周 辺 の 磁 石 か ら 見 て 左 回 転 の 「 エ ー テ ル ｣の 流 れ が 弱 く な る た め 、 左 回 転

の ｢エ ー テ ル ｣の 流 れ を 既 定 と し て い た コ イ ル 中 の 自 由 電 子 に と っ て 、 周 囲 の

｢エーテル ｣が、相対的に、右に回転し徐々にその速度を増加することになる。

そのため、コイル中の自由電子はコイル中を磁石から見て右回転の方向に移動

し（素粒子運動の第２法則より）、コイル中を磁石から見て左回転の誘導電流

が発生する。  

磁石の移 動を止 める （あるい は、磁 力の 影響がコ イルに 及ば ない距離 まで磁

石を遠ざけると）と、コイル周辺の ｢エーテル ｣の流れは変化のない 一定の流れ

と な る 。 す る と 、 そ の 流 れ の 中 で 相 変 化 を 繰 り 返 す 自 由 電 子 は 、 そ の ｢エ ー テ

ル ｣の 流 れ が 既 定 の も の と な る た め 、 移 動 を 止 め （ 素 粒 子 運 動 の 第 ３ 法 則 よ

り）、誘導電流の流れも停止する。  

以上が、 コイル にＳ 極を近づ けた後 にＳ 極を遠ざ けると 、コ イル中を 磁石か

ら見て左回転の誘導電流が流れ、磁石の停止とともに電流が停止する機序であ

る。  

３ -３電磁誘導の機序と磁力量子の回転方向  

電磁誘導の機序を検討した結果、  

①磁石を コイル に近 づけた場 合、近 づい てくる磁 極から 発生 する磁力 量子の

回転の合成により発生する、磁力量子の回転と同 方向の「エーテル」の流れに

より、コイル中の自由電子が流され移動するため（素粒子運動の第２法則）、

コイル中を磁力量子の回転方向と反対に流れる誘導電流が発生するが、磁石が

停止すると「エーテル」の流れにより引き起こされる自由電子の移動は素粒子

運動の第３法則により直ぐに停止するため、電流も直ぐに停止する。  

②磁石を コイル から 遠ざけた 場合、 一方 向への「 エーテ ル」 の流れの 中で安

定し同じ場所に静止していた自由電子は 「エーテル」の流れがなくなるため、

①同様に「素粒子における運動の法則」に基づき 、それまでの「エーテル」の

流れと反対方向に瞬間的に移動しその後移動を停止するため、磁石を近づけた

ときに発生した電流と反対方向に流れる電流を瞬間的に発生する。  
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が判明した。  

また、電 磁誘導 にお いて磁極 をコイ ルに 近づけた 場合に 発生 する誘導 電流の

方向が、Ｎ極をコイルに近づけた場合に磁石から見て左回転であり、Ｓ極をコ

イルに近づけた場合に磁石から見て右回転であることより、 Ｎ極から発生する

磁力量子（Ｎ磁力量子）が進行方向に向かい右回転であり、Ｓ極から発生する

磁力量子（Ｓ磁力量子）が進行方向に向かい左回転であることも判明した。  

考察  

電流による磁界の発生  

上記、磁 界の変 化に よりコイ ルに電 流が 発生する 電磁誘 導の 機序を明 ら かに

してきたが、反対に、コイルに電流を流すと磁界が発生することが観察されて

いる。しかし、この現象も電磁誘導と同様に、電流を流すと発生する磁界の向

きや、電流の強さと磁界の強さとの関係など、観察により明らかとなる電流と

磁界の発生についての法則は判明しているが、電流を流すと磁界が発生する機

序については判明していない。  

以下、電 流によ る磁 界の発生 機序に つい て、磁力 量子と 磁力 量子が作 り 出す

磁界と磁界が描く磁力線に注目し考察する。  

ⅰ）電流により循環型の磁力線が描かれる機序  

磁界は磁 力量子 によ り形成さ れるこ とが 判明して いる。 その ため、磁 界の発

生機序を考察するためには磁力量子の発生機序を解明する必要があるが、磁力

量子も磁界もそれを直接見て観察することはできず、砂鉄により描かれる磁力

線により磁界の様子を類推しそれを基に磁力量子の発生、作用機序を考察しな

ければならない。  

そのため 、電流 によ る磁界の 発生機 序を 考察する に当た り、 電流によ り描か

れる磁力線に注目し、磁力量子がどのように発生し空間に作用すれば、観察さ

れる磁力線を描くかを解明し、次にそれに基づき磁力量子 の発生機序を検討す

る。  

考察にあ たり、 考察 の前提と なる、 電流 により導 線から 発生 する磁力 量子に

ついて既に確定している事実を再確認する。  

①磁力量 子は常 にＮ 磁力量子 とＳ磁 力量 子が対で 発生す るこ とが論文 ５によ

り判明している。このため、導線に電流を流した時に発生する磁力量子もＮ磁

力量子とＳ磁力量子が同時に発生し直線上を反対方向にそれぞれ、進行方向に

向かい右回転、左回転で進行している。  

②磁力量 子の作 用に より磁石 となっ た砂 鉄が反発 せずに つな がり円形 の循環

型の磁力線を描くことより、空間においてＮ磁力量子あるいはＳ磁力量 子同士

が交差することはなく、必ずＮ磁力量子とＳ磁力量子が交差する。  

③磁力線 が導線 を中 心とした きれい な同 心円を描 いてい るこ とより、 磁界が

導線を中心に均一に広がっていることがわかる。そのため、磁力量子は導線を

中心に放射線状に広がり、磁界の全ての場所でＮ磁力とＳ磁力がつり合ってい



 12 

る。  

④磁界の 強さは 導線 からの距 離の２ 乗に 反比例す るので はな く単純に 距離に

反比例することより、電流により導線から発生する磁力量子は、球状（３次元

の放射状）に広がっているのではなく、円状（２次元の放射状）に広がってい

る。  

以上が、 電流に より 導線から 発生す る磁 力量子に ついて 確定 している 事実で

あるが、この４つの条件を満

たす磁力量子について検討し

たところ、複雑なものから単

純なものまで、いくつかの案が

考えられたが、その中で一番単

純 な ,磁 力 量 子 が 導 線 の 断 面 の

円の接線として発生する場合に

ついて掘り下げて考察した結果、

磁力線が円形の循環型となるこ

とを矛盾なく説明できた。  

以下その概要を説明する。  

円 の 周 囲に 存 在 す る 全 て の 点

は中心に存在する円の２本の接

線の交点となる。そのため、磁

力量子が導線の断面の円の接線

として発生する場合、導線周囲

の磁界は全て磁力量子の交点と

して表される。この時、磁力量

子は接点で発生し、接線上を接

点を出発点として両方向にＮ磁

力量子、Ｓ磁力量子が進行する

ため条件①が満たされ、接線が

交差する場合は必ずＮ磁力量子

とＳ磁力量子とが交差すること

より条件②が満たされる。また、

接線同士の交点は接点からの距離が同じものが、距離が近い順に内側から同心

円状に並び、各交点でＮ磁力とＳ磁力がつり合っているため、条件③が成り立

ち、導線の断面の円の接線は各接点で断面と同じ平面上に存在する１本に決定

するため④も成り立つ（図２）。  

以上が、 直線状 の導 体に電流 を流し た場 合に導線 の周囲 に電 流の方向 に向か

い右回りの循環型の磁力線が描かれる機序の一番簡単な説明であるが、以下、

磁力量子が導線の断面の円の接線として発生する機序について考察する。  

ⅱ）電流による磁力量子の発生  

本考察で は、磁 力量 子が導線 の断面 の円 の接線と して発 生す る場合に ついて

図２  

図２：導線周囲の磁力量子  

（電流の向きは画面の手前から奥 ） 
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のみ、その機序を検討する。  

磁力量子は 、不対 電 子が存在す る電子 雲 の ｢エーテル ｣が 一方 向に流れて いる

領 域 に 引 力 量 子 が 達 し た 瞬 間 に ｢エ ー テ ル ｣の 流 れ と 同 方 向 に 回 転 す る ｢エ ー テ

ル ｣の 渦 と 渦 上 下 の 「 エ ー テ ル 圧 」 の 低 い 部 分 の 組 み 合 わ せ と し て 同 時 に ２ 個

発生し、その後、回転を維持したまま、それまでの進行方向に垂直な上下方向

（渦の回転軸の延長方向）に進行することが判明している（論文５）。そのた

め、磁力量子が導線の断面の円の接線として発生するためには、磁力量子が接

点で発生し、その後接点を出発点として接線上をＮ磁力量子とＳ磁力量子とし

て進行しなければならず、そのためには以下の条件を満たさなければならない。  

①接点に一方向への ｢エーテル」の流れが存在する。  

② 磁 界 が 発 生 す る の は 電 流 が 流 れ た 場 合 の み な の で 、 「 エ ー テ ル ｣の 流 れ は

電流（電子の移動）により作られる。ただし 、電流を流した場合の導線中の電

子の移動速度は１秒に数ミリと非常に遅いため、単に電子が移動しただけでは

磁力量子が発生するために必要な速さの ｢エーテル ｣の流れはできない。  

③磁力量 子は接 点で 発生し、 導線に 対し て垂直な 接線上 （渦 の回転軸 の延長

方向）を進むことより、接点における「エーテル」の流れる方向は長軸に平行

である。  

④電流に より発 生す る磁界の 向きが 電流 の流れる 方向に 向か い右回転 であり

（右ねじの法則）、引力量子が導線の中心方向から接点に進んで来て接点で磁

力量子に変わるため、接点での「エーテル」の流れる方向は電流 の流れる方向

と反対でなければならない。  

以上が、 電流に より 断面の接 点で磁 力量 子が発生 するた めの 条件であ るが、

これを全て満たす電子の流れを検討した結果、スピンの回転軸が接線に平行で

接点における回転方向が電子の進行方向と同じである電子が移動する場合に成

り立つ事が判明した。  

以下、その概要を説明する。 (図３ )  

ま ず 、 ① 、 ② に つ い て は 、 移 動 の 方 向 が 「 回 転 軸 の 延 長 」 と 「 回 転 軸 に 垂

直 」 の 違 い は あ る が 「 １ -１ 磁 力 量 子 の 作 用 で 作 ら れ る 「 エ ー テ ル 」 の 流 れ 」

での説明と同様の機序により、スピンを持った電子が回転軸の向きを変えずに

回転軸に垂直な方向に移動すると、電子の移動軸の上下に流れる向きが反対の

マクロ的な大きさの ｢エーテル ｣の流れが形成されるため成り立つ。ただし、こ

の時、このマクロ的な大きさの ｢エーテル ｣の流れは導線中の自由電子の移動に

より導線のいたるところで形成されるが、導線内部の流れは相殺し合うため、

相殺する相手が存在しない、導線の表面（接点）の部分の流れだけが残る。  

③につい ては、 電子 のスピン の回転 軸が 接線と平 行の場 合、 スピンの 回転面

は接線と垂直となるため、電子がスピンの回転軸を接線と平行としたまま導線

を移動すれば当然成り立ち、④についてもＮ磁力量子が進行方向に向かい右回

転であることより成り立つ。  

以上、電 流に より磁 界が発生 する 機序を 、発生す る磁 力量子 に注目し 考察 して

きたが、なぜ、電子が移動する場合にスピンの軸が進行方向に対して垂直にな
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り、スピンの向きが導線の表面（断面円の接点）において進行方向と同じにな

るのかの根本的な疑問は残ったままである。今後は、上記の疑問を解明するた

め電気学について研究し電流の正体を解明する必要があると考える。  

 

 

 

ローレンツ力の発生機序  

ローレン ツ力と は磁 場の中を 移動す る荷 電粒子が 受ける 力で あり、そ の力の

向きや大きさは観察により明らかにされている。しかし、この現象も電磁誘導

と同様に、観察により明らかとなる法則は判明しているが、その機序は判明し

ていない。  

図３：導線内部の電子の移動と｢エーテル」の流れ 

（電子は右から左へ移動。したがって、電流の向きは左から右 ）  

 

電流が流れる前  

 電子のスピンにより形成

される「エーテル」の流れは

電子周囲の限定された範

囲に留まる。  

電流が流れ始めたところ  

 電子の移動により、電子

スピンによる｢エーテル」の

流れが一方向への流れと

して形成 され始める。  

電流が流れ続けているとこ

ろ  

 継続する電子の移動によ

り、形成 される一方向への

「エーテル｣の流れはマクロ

的な大きさになるが、導線

内部ではスピンによる流れ

が相殺されるため、導線の

表面部分にのみ｢エーテ

ル｣の流れが残る。  
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以下、ロ ーレン ツ力 について その発 生機 序につい て、磁 界や 電子につ いて現

在までに判明している事実を基に考察する。  

ⅰ）ローレンツ力の向き  

今回の考察では、ローレンツ力の向きに注目し考察を進める。  

ローレンツ 力の向 き は荷電粒子 の移動 の 向きと磁界 の向き に より決定さ れる。

具体的に電子が平面状で左右に引かれた直線上を移動する場合を考えると、電

子の移動の向きと磁界の向きの関係は以下の四つになる。  

①電子の移動が左から右で磁界の向きが平面の表から裏。  

②電子の移動が左から右で磁界の向きが平面の裏から表。  

③電子の移動が右から左で磁界の向きが平面の表から裏。  

④電子の移動が右から左で磁界の向きが平面の裏から表。  

なお、ロ ーレン ツ力 は、荷電 電子の 移動 の向きと 磁界の 向き が平行の 場合は

働かず、力の大きさは移動の向きを磁界に対し垂直な成分と平行な成分に分け、

垂直な成分のみを考慮すれば良いため、上記では移動の向きと磁界の向きは全

て垂直とする。  

それぞれ につい て観 察される 力の向 きは 、①と④ が下、 ②と ③が上と なる。

（参考：左手の法則など）  

ⅱ）ローレンツ力の発生機序  

一般に、 進行方 向に 対し回転 軸が垂 直な 渦が空気 中を移 動す ると、進 行方向

に対し右回転の渦では右、左回転の渦では左に曲がる。これは、渦の移動によ

り生じる向かい風と渦の回転により生ずる空気の流れが、右回転の渦では右側

で強め合い左側で弱め合い、左回転の渦では左側で強め合い右側で弱め合うた

め、渦の左右で空気の流れの速度に違いができ、空気の流速が速くなり圧力が

弱くなった側が流速が遅くなり圧力が強くなった側から押されるためである 。

（ベルヌーイの定理により）  

以 上 を 踏 ま え 、 ｢エ ー テ ル ｣中 を 移 動 す る ス ピ ン （ ｢エ ー テ ル 」 の 渦 ） を 持 つ

電子について考察し、ローレンツ力の発生機序を明らかにする。  

まず、磁場のない「エーテル ｣中を直進している電子について考察する。  

スピンを 持つ電 子が 「エーテ ル」中 を直 進するた めには 、移 動により 生じる

｢エーテル ｣の向かい風をスピンによる「エーテル」の流れが場所や時により強

たり弱めたりするのではなく均一に影響を与える必要があるが、それを満たす

のはスピンの回転軸が進行方向に平行な場合（いわゆるジャイロ回転）のみで

ある。そのため、磁界が存在しない空間（ ｢エーテル ｣中）を直進する電子はス

ピンの回転軸を進行方向に平行な状態を保ち移動していると考えられる。  

次 に 、 磁 場 の な い 「 エ ー テ ル ｣中 を 直 進 し て い る 電 子 が 磁 場 に 入 っ た 場 合 に

ついて考察する。  

｢エ ーテル ｣中を 直進 している、 スピン の 回転軸が進 行方向 に 平行な電子 が磁

場に侵入 すると 、論 文５の「 3 -4 .鉄など の強磁性 体が磁 力を 発生する 機序」で

明らかにしたように、電子の回転方向が磁力量子の回転方向と一致するため、

電子の回転軸は磁界の向き（磁力量子の進行方向）と平行になる。そのため、
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磁界の向きが電子の進行方向に垂直な場合は電子の回転軸も進行方向に垂直と

なり、ベルヌーイの定理に基づき進行方向が曲がるが、この進行方向を曲げる

力がローレンツ力だと強く示唆される。  

以上が力の向きに注目し導き出した、ローレンツ力の発生機序であるが、  

以下、検 証のた め、 この発生 機序を 上記 で具体的 に分類 した ４つの場 合に当

てはめ、その結果を実際の観察結果と比較する。  

①は磁場 に入る と磁 力量子の 渦が右 回転 のため電 子のス ピン の回転も 右回転

と な り 、 進 行 方 向 が 左 か ら 右 の た め 、 電 子 の 移 動 に よ り 生 じ る 「 エ ー テ ル ｣の

向かい風とスピンにより生ずる ｢エーテル ｣の流れが、電子の下側（進行方向へ

向かい右側）で強め合い電子の上側（進行方向に向かい左側）で弱め合うため

｢エーテル ｣の流れが電子の上側より下側のほうが速くなる。そのため、電子の

上側のほうが「エーテル圧」が強くなり上側から下側に押されるのでローレン

ツ力は下向きとなる。（ベルヌーイの定理により）  

②は磁場 に入る と磁 力量子の 渦が左 回転 のため電 子のス ピン の回転も 左回転

と な り 、 進 行 方 向 が 左 か ら 右 の た め 、 電 子 の 移 動 に よ り 生 じ る 「 エ ー テ ル ｣の

向かい風とスピンにより生ずる ｢エーテル ｣の流れが、電子の上側（ 進行方向へ

向かい左側）で強め合い電子の下側（進行方向に向かい右側）で弱め合うため

｢エーテル ｣の流れが電子の下側より上側のほうが速くなる。そのため、電子の

下側のほうが「エーテル圧」が強くなり下側から上側に押されるのでローレン

ツ力は上向きとなる。（ベルヌーイの定理により）  

③、④については、  

電子が磁 場に入 ると 電子のス ピンは ③は 右回転、 ④は左 回転 となり、 進行方

向が両者とも右から左のため、 ｢エーテル ｣の流れが、スピンが右回転の③は電

子の上側（進行方向へ向かい右側）で強め合い電子の下側（進行方向へ向かい

左 側 ） で 弱 め 合 い 、 ス ピ ン が 左 回 転 の ④ は 電 子 の 下 側 （ 進 行 方 向 へ 向 か い 左

側）で強め合い電子の上側（進行方向へ向かい右側）で弱め合う。そのため、

以下、①、②と同様の機序によりローレンツ力の向きは③が上向き、④が下向

きとなる。  

以上、磁力 量子と 電 子が持つ ｢エ ーテル ｣の渦の関係 にベル ヌ ーイの定理 を適

用し導き出された、ローレンツ力の発生機序を具体的な４つの場合に適応させ

た結果、考察の結果導き出されたローレンツ力の力の向きと観察により確認さ

れる力の向きが一致した。このことより、考察により導きだされたローレンツ

力の発生機序が正しいことが強く示唆される。  

今回の考 察では 、ロ ーレンツ 力の向 きに 注目し発 生機序 を考 察し、そ れが観

察結果と一致し矛盾しないことを示したが、今後、力の強さや電子の進行方向

と磁界が垂直でない場合などについてより詳細な考察が必要である。  

おわりに  

電磁気学 は、名 前の 通り電気 と磁気 につ いての学 問です が、 電気と磁 気をそ

れぞれ独立した学問とせずにまとめて電磁気学とする理由は、磁場の変化によ
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り電気が発生したり（電磁誘導）、電流により磁場が発生する（電磁石）など、

両者が非常に深い関係であり互いに影響を及ぼし合っているため、独立して研

究することが不可能だからです。  

前論文「  「 エーテ ル」の存在 を前提 と した電磁気 学Ⅰ  ～ 磁力の発生 と作用

機 序 に つ い て ～  」 で は 、 磁 力 の 発 生 と そ の 作 用 機 序 を 明 ら か に し ま し た が 、

本論文では、電気の発生機序や作用機序を明らかにするための第一歩として、

電磁誘導について考察しました。前論文で判明した磁力量子の構造や性質と新

エーテル理論においてこれまでに判明している素粒子（電子も含む）や原子の

構 造 や 性 質 を は じ め 、 ｢エ ー テ ル 」 中 で の 物 質 （ 素 粒 子 ） の 運 動 法 則 を 基 に 電

磁誘導がなぜ起こるのかについて、その機序を理論的に明らかにし ました。  

しかし、 残念な がら 電磁誘導 の機序 の解 明だけで は、電 気の 発生機序 や作用

機序を明らかにすることはできませんでした。そのため、本論文の考察におい

て、電流により導線周囲に作られる磁界の正体を明らかにし、そこから帰納的

に電子が導線を流れる様子を解明し、あわせて、ローレンツ力の発生機序を解

明し荷電粒子（電子）がどのように空間を移動するのかを明らかにしました。  

両者とも 、まだ まだ 不十分な 考察で はあ りますが 、この 論文 をお読み になっ

た皆様が、新エーテル理論に興味を持ちその研究に取り組むきっかけになれば

と思い公開させ ていただきました。皆様が「新エーテル理論」の検証に参加し

て下さることを願っています。  
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